
西に
し
じ
ま嶌 

海か
い
と翔

ち
ゃ
ん

山や
ま
が
た形 

波な
る

ち
ゃ
ん

伊い
と
う藤 

晴せ

な南
ち
ゃ
ん
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　あなたの周りで起きた出来事や
楽しい話題、イベントなどの身近な
情報をお待ちしています。

▽問い合わせ　広報情報係
　（☎２２３局３５６９）

ま ち の わ だ い

� ７月31日から　ギャラリーあしや特別展
切り株の家でメチャくんに会えるかな切り株の家でメチャくんに会えるかな

　遠賀町在住の絵本作家、さかいみるさんの原画や絵本制
作過程などを展示した「さかいみる�メチャくん絵本の世
界展」がギャラリーあしやで行われました。代表作「メチ
ャくんとなかまたちシリーズ」に登場する切り株の家を再
現した展示に、絵本の世界を楽しむ来場者の姿がありまし
た。メチャくんは“いまここにあるすてきなこと” にワク
ワクする黒猫で、遠賀信用金庫の通帳デザインにも採用さ
れています。また、東日本とネパールの震災被災者の子ど
もたちに絵本を贈る「絵本 deえがおプロジェクト」も夫
の修一郎さんと行っており、ネパールでもメチャくんが人
気とのこと。新型コロナ感染拡大の影響で施設が休館とな
りましたが、またメチャくんたちに会いたいですね。

� ７月31日　芦屋町図書館��子ども図書館員
図書館のシゴトってどんなシゴト？図書館のシゴトってどんなシゴト？

　夏休みを利用して図書館の仕事を体験する「子ど
も図書館員」に、町内の小学生６人がチャレンジし
ました。密にならないように感染症対策を十分に行
うため３チームに分かれ、透明のフィルムでコーティ
ングする本の装備や貸し出しなどのカウンター業務、
返却本の配架などを本物の図書館員に教えてもらい
ながら体験しました。参加者からは、「カウンター業
務で、バーコードをスキャンするところがおもしろか
った。利用者とあいさつをきちんとしたり、配架の時
に知らない本を見つけてうれしくなったりしたところ
がいいなって思った」などの感想がありました。

作家のさかいみるさん

広報あしや　2021.10 ②



令
和
４
年
度
職
業
訓
練
生
募
集

（
障
が
い
の
あ
る
人
）

▽ 

募
集
科
目　

①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
＝
20
人�

②
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
＝
20
人�

③
商
業

デ
ザ
イ
ン
科
＝
20
人�

④
Ｏ
Ａ
事
務
科
＝
20

人　

⑤
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
＝
25
人
・
う
ち

音
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
（
視
覚
障
が
い
の

あ
る
人
対
象
）
＝
５
人　

⑥
総
合
実
務
科

（
知
的
障
が
い
の
あ
る
人
対
象
）
＝
20
人

▽ 

対
象　
身
体
障
が
い
、
精
神
障
が
い
、
知
的

障
が
い
、
発
達
障
が
い
、
高
次
脳
機
能
障
が

い
、
難
病
な
ど
が
あ
る
人

※
手
帳
の
有
無
を
問
い
ま
せ
ん
。

▽
訓
練
期
間　
１
年
間
（
②
の
み
２
年
間
）

▽ 

と
こ
ろ　
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

▽ 

募
集
期
限　
10
月
29
日
金

▽
入
校
日　
令
和
４
年
４
月
８
日
金

▽ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
福
岡
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校
（
☎
７
４
１
局
５
４
３

１
）、
ま
た
は
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

※�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
　

http://
w
w
w
.fukuoka-kunren.net/

和
太
鼓
の
魅
力
を
世
界
に
発
信

世
界
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

�

芦
屋
町
文
化
協
会

　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２

０
２
０
を
機
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
文
化
イ

ベ
ン
ト
「
福
岡
和
文
化

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド　
世
界
和

太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」。

こ
れ
は
、
障
が
い
の
あ
る

な
し
、国
籍
に
関
わ
ら
ず
、

世
界
に
普
及
し
て
い
る
和

太
鼓
を
通
じ
、
福
岡
か
ら

世
界
に
向
け
て
和
文
化

を
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
7
月
29
日
、
福

岡
市
の
ア
ク
ロ
ス
福
岡
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
第
1
部
の
Ｕ

－

18
の
部
で
は
、
北
九
州
ブ
ロ

ッ
ク
代
表
と
し
て
芦
屋
濤な

み
か
け懸
は
ま
ゆ
う
太
鼓
が

出
演
し
ま
し
た
。
奏
者
は
中
学
生
５
人
、
高
校

生
３
人
、
専
門
学
校
生
１
人
、
大
学
生
４
人
の

計
13
人
。
バ
チ
を
持
つ
手
に
豆
が
で
き
る
ほ
ど

練
習
を
重
ね
て
き
た
日
ご
ろ
の
成
果
を
、
音
響

設
備
が
す
ば
ら
し
い
ホ
ー
ル
で
披
露
で
き
た
こ

と
が
全
員
の
喜
び
と
な
り
、
褒
美
と
な
り
ま
し

た
。
第
2
部
で
は
、
日
本
代
表
や
日
本
障
が
い

者
代
表
の
ほ
か
韓
国
、
イ
ギ
リ
ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

フ
ラ
ン
ス
（
後
者
３
国
は
映
像
参
加
）
な
ど
が

自
慢
の
バ
チ
さ
ば
き
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

世
界
レ
ベ
ル
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
た

こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
和
太
鼓

の
魅
力
を
再
認
識
す
る
場
と
な
り
、
大
き
な

自
信
に
つ
な
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。
夏
休
み

最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

障
が
い
者
の
力
で

き
れ
い
な
地
球
に
し
よ
う

�
�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

障
が
い
者
Ｙ
Ｙ
く
ら
ぶ

　
創
設
以
来
、
年
間
を

と
お
し
て
芦
屋
町
の
海

岸
や
遠
賀
川
河
川
敷
の

清
掃
を
毎
週
行
っ
て
い

ま
す
。
７
月
に
は
毎
年

欠
か
さ
ず
花
火
大
会
後

に
大
量
の
ご
み
集
め
と

清
掃
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
今
年

も
花
火
大
会
が
中
止
に

な
り
ま
し
た
が
、「
親

子
の
ご
み
集
め
」
は
実
行
し
よ
う
と
い
う
声
が

保
護
者
や
メ
ン
バ
ー
か
ら
上
が
り
、
８
月
１
日

に
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
発
生
以
来
、
河
川
敷

に
散
乱
し
て
い
る
ご
み
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
今
ま
で
は
、
週
１
回
ご
み
収
集
を
し
て

い
ま
し
た
が
、「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
し
な
い
で
」

と
い
う
啓
発
の
気
持
ち
を
込
め
て
日
曜
日
も

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ご
み
の
種
類
と

し
て
は
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
相
変
わ
ら
ず
多

い
の
に
加
え
、
使
用
済
み
の
マ
ス
ク
や
テ
ィ
ッ

シ
ュ
も
散
乱
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
感
染
者
が

急
増
す
る
な
か
、
感
染
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
れ

ら
の
ご
み
を
至
る
と
こ
ろ
に
放
置
す
る
モ
ラ
ル

の
低
下
に
、
今
更
な
が
ら
驚
き
ま
す
。
ま
た
、

宴
会
を
し
た
の
か
ビ
ー
ル
缶
や
飲
み
残
し
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
も
目
立
ち
ま
す
。
こ
れ
も
直
接

口
を
付
け
る
も
の
で
す
か
ら
、
感
染
し
な
い
よ

う
に
と
慎
重
に
ご
み
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
を
十
分

に
行
い
な
が
ら
、
社
会
貢
献
で
き
る
方
法
を

考
え
、
こ
れ
か
ら
も
ご
み
集
め
を
続
け
て
い

こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
の
な
い
地
球

を
目
指
し
た
い
で
す
ね
。

飯
塚
か
ら
芦
屋
海
岸
ま
で

プ
ラ
ご
み
回
収
活
動
を
行
い
ま
す

�

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
２
７
０
０
地
区
第
三
グ
ル
ー
プ

　
「
川
か
ら
海
へ
、
今
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
筑
豊
・
北
九
州
圏
域
の

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
連
携
し
て
、
ロ
ー
タ
リ

ー
奉
仕
デ
ー
・
環
境
保
全
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
す
。
国
土
交
通
省
や
福
岡
県
、沿
線
自
治
体
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
団
体
や
多
数
の
企
業
の
後

援
を
受
け
な
が
ら
、
８
０
０
人
規
模
の
参
加

者
を
見
込
み
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
た
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
の
回
収
活
動
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん

一
緒
に
プ
ラ
ご
み
を
回
収
し
ま
し
ょ
う
。

▽ 

と
き　
10
月
10
日
日

▽ 

と
こ
ろ　
飯
塚
～
芦
屋
海
岸
（
約
35
キ
ロ

の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
海
岸
）

▽ 

問
い
合
わ
せ　
遠
賀
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
☎
〈
０
９
３
〉
２
８
３
局
４
３
５
１
）

みんなの

ひろば

広報あしや　2021.10③



【一般書】
帆
ほ し ん

神 玉岡　かおる� 著
教場 X 長岡　弘樹� 著
ヴァイタル・サイン 南　杏子� 著
やさしい猫 中島　京子� 著

【児童書】
ぼくらのスクープ 赤羽　じゅんこ� 作
こずえと申す 吉田　道子� 作
ふしぎな月 富安　陽子� 作
きみはたいせつ クリスチャン・ロビンソン�作
ことりのおまじない おおなり　修司� 作

とにもかくにもごはん
�����小野寺　史宜　著��
午後５時開店、午後８時閉店。

亡き夫との思い出をきっか
けに松井波子が開いた「ク
ロード子ども食堂」。みんな
いろいろあるけれど、あたた
かいごはんを食べれば、き
っと元気になれるはず。子
どもも大人もお年寄りも、み
んなまとめていらっしゃい。

■休館日　�４日月、11日月、18日月、25日月、28日木

芦屋町図書館
（☎２２３局３６７７）
開館時間
午前10時～午後６時

芦屋町図書館
ホームページ
※�資料検索や
予約などが
できます。

としょ か ん

通 信

芦屋町図書館
イメージキャラクター
よむにゃん 10月

新 着 図 書

注目の一冊

定例おはなし会
と　き 出　演・催　し
� 6 日水 赤ちゃんおはなし会�

たっち
� 9 日土 お話しポケット
�10 日日 にじの会
�16 日土 おはなしトントン
�24 日日 にじの会
※時間はいずれも午前11時から△

 ところ　おはなしのへや・多
目的室

△
�とき　10 月 23 日土・午前 9 時

45 分～正午△

募集人数　６人（事前申込先着順）△

対象　小学 4年生～中学生△
�申し込み　10月1日金から、電話

または図書館カウンターで受け付け

読書の秋は、図書館へ行こう！

△

とき　10月23日土～11月３日水△
�内容　★小中学生の「おすすめ

の本」展示　★町内園児の「お
はなしの絵」展示　★ハンコ de
ポン　★ブックリサイクル

開催！秋の図書館まつり

子ども図書館員募集

特別おはなし会

△

とき　11月３日水△

ところ　中央公民館２階△

定員　30人（事前申し込みが必要）
※�定員に満たない場合は当日参加
ができます。

おいでよ！絵本原画展

　12月に開催する図
書館講演会に併せて、
講師である北九州市
在住の絵本作家、原
賀いずみさんの絵本
原画展を行います。△

�とき　10月23日土～11月12日金△
 ところ　ギャラリーあしや

「ももたろうからのてがみ」原画展

●
浜
木
綿
俳
句
会

夕
と
ん
ぼ
ふ
と
古
里
の
風
を
聞
く

�

野
口
加
津
美

義
理
と
い
ふ
仏
に
盆
の
団
子
煮
る

�

池
田
千
恵
子

抱
へ
ら
れ
窓
な
き
電
車
終
戦
日

�

花
田
八
代
美

神
も
ま
た
仲
違
ひ
し
給
ふ
天
の
川

�

池
田　
幸
利

●
芦
屋
俳
句
ク
ラ
ブ

対
岸
の
大
寺
の
屋
根
晩
夏
光

�

田
尾
三
千
枝

稲
穂
波
あ
ま
た
飛
ぶ
も
の
風
の
色

�

縄
田　
惠
子

盆
舟
や
次
の
女め

な
み波
に
は
は
乗
せ
り

�

仲
山
ク
ニ
子

秋
出
水
緊
急
事
態
宣
言
下

�

桐
山　
美
枝

●
水
茎
短
歌
会

公
園
に
虫
と
り
網
で
蝉
を
追
う

子
供
ら
の
シ
ャ
ツ
汗
ま
み
れ
な
り

�

宮
﨑
佐
代
子

兵
役
の
休
暇
に
立
寄
る
青
年
は

“
空
港
ピ
ア
ノ
”
ゆ
っ
く
り
と
弾
く

�

村
上　
一
惠

友
四
人
負
け
ず
劣
ら
ぬ
染
み
皺
の

顔
に
パ
ッ
ク
の
仮
面
お
か
し
き

�

田
中
勢
津
子

青
天
は
は
っ
き
り
窓
に
映
り
い
て

思
わ
ず
行
き
た
る
近
く
の
岸
辺
に

�

榎
枝　
千
恵

俳
句
・
短
歌

広報あしや　2021.10 ④



芦屋町人権・同和教育研究協議会

▽ 問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３局３５４６）

広報あしや　2021.10⑤

子
ど
も
の
し
つ
け
方�

３
つ
の
コ
ツ

　
マ
ナ
ー
や
礼
儀
な
ど
を
身
に
付
け
る
た
め

に
、
し
つ
け
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
何

度
注
意
し
て
も
子
ど
も
が
言
う
こ
と
を
聞
か

な
い
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
感
情
的
に
怒
っ

て
し
つ
け
を
す
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
子
ど
も
の
し
つ
け
方
の

コ
ツ
を
３
つ
紹
介
し
ま
す
。

① 

注
意
や
叱
る
時
は

　

 

子
ど
も
の
目
を
見
て
話
し
を
す
る

　

忙
し
い
あ
ま
り
、
ほ
か
の
こ
と
を
し
な

が
ら
注
意
し
て
も
、
子
ど
も
に
は
響
き
ま

せ
ん
。
子
ど
も
が
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
を
し
た
時
は
、
可
能
な
限
り
注
意
す
る

た
め
だ
け
の
時
間
を
取
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
で
す
。ま
た
、目
を
見
て
話
す
こ
と
で
、

子
ど
も
は
保
護
者
か
ら
信
頼
や
愛
情
を
感

じ
と
る
の
で
す
。

② 

注
意
し
た
時
に
な
ぜ
注
意
し
た
の
か

　

 

理
由
を
必
ず
教
え
る

　

保
護
者
か
ら
す
れ
ば
、
理
由
を
言
わ
な

く
て
も
わ
か
る
よ
う
な
こ
と
で
も
、
子
ど
も

は
注
意
さ
れ
た
こ
と
に
驚
き
、
な
ぜ
注
意
さ

れ
た
の
か
分
か
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
理
由
を
教
え
な
い
で
叱
る
と
子

ど
も
は
反
抗
的
に
な
り
、
や
が
て
聞
く
耳
を

も
た
な
く
な
り
ま
す
。

　
注
意
す
る
時
は
、
忙
し
く
て
も
必
ず
理
由

を
説
明
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
自

身
が
注
意
さ
れ
た
理
由
を
知
り
、
納
得
す
る

と
、改
善
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
が
生
ま
れ
、

よ
り
良
い
方
向
に
成
長
し
ま
す
。

③ 

子
ど
も
の
理
由
を
聞
か
ず
に

　
 

注
意
し
た
り
、
否
定
し
た
り
し
な
い

　
保
護
者
が
子
ど
も
を
注
意
す
る
こ
と
に
理

由
が
あ
る
よ
う
に
、
子
ど
も
に
も
な
ぜ
そ
の

よ
う
に
し
た
の
か
理
由
が
あ
り
ま
す
。
理
由

を
聞
か
ず
に
注
意
し
、
否
定
す
る
こ
と
を
繰

り
返
す
と
、
や
が
て
子
ど
も
は
自
信
を
な
く

し
、
う
そ
を
つ
い
た
り
、
ご
ま
か
し
た
り
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
理
由
を
聞
い
て
共
感

す
る
だ
け
で
も
、
子
ど
も
の
気
持
ち
を
肯
定

し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
子
ど
も
の
し
つ
け
に
は
、
た
く
さ
ん
の
根

気
と
愛
情
が
必
要
不
可
欠
で
す
。子
ど
も
が
、

何
度
も
同
じ
間
違
い
を
し
た
り
、
失
敗
し
た

り
す
る
た
め
、
子
ど
も
に
対
し
て
イ
ラ
イ
ラ

す
る
こ
と
も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
時
は
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
て
、
3
つ
の

コ
ツ
を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　
し
つ
け
の
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
、
い
い
こ
と
、

悪
い
こ
と
の
違
い
を
上
手
に
教
え
ら
れ
る
人

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

▽  問い合わせ　社会教育係
　（☎２２３局３５４６）

すくすく育て
あしやっ子
NO.179

●性の多様性を考えよう
　人には一人ひとりに個性や考え方があり、100人いれ
ば、100通りの特徴があります。同じように性のあり方
もさまざまで、大きく分けて次の 4つの要素の組み合
わせから性の多様性が生まれています。
　① からだの性（身体の性）：生まれた時の身体的特
徴などによる性

　②こころの性（性自認）：自分が認識している性
　③ 好きになる性（性的指向）：恋愛感情などがどの
性に向いているか

　④ 表現する性（性表現）：言葉や振舞い、服装など
で表される性

　性は、男性と女性の2つだけに分けられるほど単純で
はなく、恋愛の対象も必ず異性に向くわけではないのです。
●ＬＧＢＴを知っていますか
　皆さんは LGBTという言葉を聞いたことはありま
すか。LGBTとは、セクシャル・マイノリティ（性
的少数者）の総称の一つとして使われており、次の
言葉の頭文字をとって組み合わせた言葉です。
　 L ＝レズビアン（Lesbian）：こころの性が女性で恋
愛対象も女性の人

　 G ＝ゲイ（Gay）：こころの性が男性で恋愛対象も
男性の人

　 B ＝バイセクシャル（Bisexual）：恋愛対象が女性
にも男性にも向いている人

　 T ＝トランスジェンダー（Transgender）：からだ
の性とこころの性が一致しない人

※ �LGBT以外にも A ＝アセクシャル（Asexual）：同性
にも異性にも性愛を抱かない人、Q ＝クエスチョニ
ング（Questioning）：自分の性別が決まっていない
もしくは決めたくない人などさまざまな人がいます。

●誰もが自分らしくいられる社会を目指して
　LGBTという理由で「おかま」「ホモ」などと誹

ひ ぼ う

謗
中傷される、からだの性とこころの性が一致しないた
めに職場や学校でいじめにあうなど LGBTに関する
人権問題は後を絶ちません。また、そういった差別
や誹謗中傷を恐れ、ありのままの自分を隠すことに
悩み生活している人もいます。差別や偏見に苦しむ
LGBTの人をなくすためにも、私たち一人ひとりが、
性の多様性を知り、社会にはさまざまな性のあり方
が存在し、それが当たり前であるという認識を持つ
ことが大切です。

差別をなくすために  第 436 号
ＬＧＢＴの人権



▽  問い合わせ　健康づくり係
（☎２２３局３５３３）

あしや

健
幸な町高齢者

インフルエンザ
予防接種

　芦屋町では、予防接種法などに基づきさまざまな予防接種事
業を行っています。今回は、10月から開始される、高齢者イン
フルエンザ予防接種を紹介します。新型コロナウイルスワクチ
ン接種と２週間（13日）以上の間隔が必要です。

１回

接種回数

●課税世帯の人は１５００円
●�生活保護受給者と町民税非課税世帯（世帯構成員全員
が非課税）の人は無料です。無料の人は、以下の書類
のいずれかを接種前に医療機関に提示してください。

◦生活保護証明書類（診療依頼書）
◦ 後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証
◦介護保険負担限度額認定証
◦介護保険特定負担限度額認定証
◦ 令和３年度介護保険料額決定通知書（所得段階１・
２・３段階の人）

◦ 「中国残留邦人等の円滑な帰国の促進並びに永住帰
国した中国残留邦人等及び特定配偶者の自立支援に
関する法律」に基づく本人確認証
※�無料対象者で上記の書類がない人は、接種前に健康
づくり係で手続きが必要です。氏名・生年月日・住
所が確認できるもの（運転免許証、保険証など）を
持参してください。
※�代理人（対象者と世帯が異なる人）が窓口に申請に
来る場合は、委任状が必要です。

接種料金

接種する日に
① 65歳以上の人　
② �60 歳以上 65 歳未満で心臓・腎
臓・呼吸器の機能またはヒト免
疫不全ウイルスによる免疫機能
に重度の障がいがあり、医師が
接種を必要と認めた人

対 象

10月１日金～令和４年３月31日�木
※�予防接種の効果が現れるまでに
一定の期間が必要です。本格的
な流行が始まる12月ごろまでに
接種しましょう。

接種期間

◦芦屋中央病院　　　☎２２２局２９３１
◦おのむら医院　　　☎２２２局１２３４
◦柿木医院　　　　　☎２２３局００２７
◦須子医院　　　　　☎２２３局０１２６
◦聖和会クリニック　☎２２３局１１１２
◦花美坂クリニック　☎２２３局２５００

接種できる町内の医療機関　（接種前に予約をしてください）

※�町外の福岡県予防接種広域化
実施医療機関でも接種できま
す。福岡県予防接種広域化実
施医療機関以外で接種する場
合、事前に健康づくり係に問
い合わせてください。

広報あしや　2021.10 ⑥



私たちの手で支えあいの地域をつくる

　皆さん、「あしたの会」を知っていますか。あしたの会は、
町内に住んでいる人であれば誰でも参加できる、会員制の
住民相互の助けあいの会です。
　高齢者や障がい者が自宅で生活を送るうえで、大小さま
ざまな困りごとが生じることがあります。大きな困りごと
は、行政などによる “公助” により解決されることがあり
ますが、小さな困りごとは、公助の枠組みからもれてしま
うことがあります。
　その、小さな困りごとの解決のために会員同士で助けあい、住み慣れた地域での生
活を支えあっていく “互助” を目的として結成されたのが「あしたの会」で、平成 30
年３月に結成されて以来、今年で４年目の活動に入りました。
　あしたの会の活動は、支援を受ける会員が活動実費を負担する形をとっていること
から、頼みごとをする際の精神的な負担が少なく、多くの困りごと相談が寄せられる
ようになり、サポート件数・時間は、結成以来、年々増えています。とりわけ多く依
頼を受けているのが、ごみ出し、話し相手を兼ねた室内清掃のサポートです。
　この２つのサポートは、主に一人暮らし高齢者の会員が利用されることが多く、サポ
ートを行うことで、同時に高齢者の安否確認にもなっています。このため、「あしたの会」
では、新型コロナウイルス感染対策を行いながら、現在も地道に活動を続けています。
　芦屋町社会福祉協議会では、地域ごとの福祉活動団体と連携し、見守りが必要な人
を支援する「愛の福祉ネットワーク事業」の取り組みを進めていますが、「あしたの会」
の活動と連携することで重層的な見守りを行うことができるようになり、地域での助
けあいの輪が広がっています。
　今後は、支援する側もされる側もさらに会員を増やし、対応できる困りごとの内容
も増やしていきたいと考えています。ボランティア活動に興味がある人やちょっとし
た困りごとを抱えている人の、「あしたの会」への入会を待っています。

⃝これまでに対応した主な困りごと内容
　�　ごみ出し・室内清掃（話し相手）・草取り・
せん定・買い物代行・簡単な修繕・家具移動・
電球交換・冷蔵庫整理・包丁とぎなど
　（１回 30分以内の軽度なサポート）
⃝�あしたの会の会員募集
　�　詳しくは事務局（芦屋町社会福祉協議会）
に問い合わせてください。

▽問い合わせ　芦屋町社会福祉協議会
　（☎２２２局２８６６）

住民同士の助けあいを広げよう
 ―あしや助けあい・支えあいの会（あしたの会） ―

▷  庭の樹木のせん定や掃除など
　活動の様子

広報あしや　2021.10⑦



後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
健
診

1�

歯
科
健
診

　

口こ
う
く
う腔
機
能
低
下
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病

を
予
防
す
る
た
め
、
歯
科
健
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
受
診
券
を
５
月
下
旬

に
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
券
を
持
っ
て

い
な
い
人
や
実
施
医
療
機
関
が
分
か
ら

な
い
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

対
象　
今
年
度
76
歳
に
な
る
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
（
長
期

入
院
、
施
設
入
所
な
ど
を
除
く
）

※�

例
外
と
し
て
、
令
和
３
年
12
月
ま
で

に
限
り
、
77
歳
以
上
に
な
る
被
保
険

者
で
歯
科
健
診
を
希
望
す
る
人
も
受

診
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
昨
年
度
ま
で

に
受
診
し
た
人
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▽ 

受
診
期
限　
12
月
31
日
金

▽ 

受
診
に
必
要
な
も
の　
保
険
証
、
受

診
券
、
３
０
０
円
（
受
診
料
）

�

2�

健
康
診
査

　

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症
化
の
予

防
な
ど
を
目
的
と
し
た
健
康
診
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
４
月
下
旬
に
受
診
票
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診
票
を
持
っ
て

い
な
い
人
や
実
施
医
療
機
関
が
分
か
ら

な
い
人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

対
象　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者

※ 

今
年
度
75
歳
に
な
る
人
に
は
、
誕
生

月
の
10
日
ご
ろ
に
受
診
票
を
送
付
し

て
い
る
の
で
、
誕
生
日
以
降
に
受
診

を
お
願
い
し
ま
す
。

▽ 

受
診
期
限　
令
和
４
年
３
月
31
日
木

▽ 

受
診
に
必
要
な
も
の　
保
険
証
、
受

診
票
、
５
０
０
円
（
受
診
料
）

【
共
通
項
目
】

▽ 

受
診
方
法　
実
施
医
療
機
関
に
予
約

の
う
え
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
実
施
医
療
機

関
に
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
相
談
の
う

え
、
受
診
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
５
１
局
３

１
１
１
）

ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

飯
塚
ブ
ラ
ン
チ

■
同
行
援
護
従
業
者
養
成
研
修

　

同
行
援
護
従
業
者
と
は
、
視
覚
障
が

い
者
の
外
出
を
援
助
す
る
人
の
こ
と
で

す
。
支
援
を
行
う
た
め
に
必
要
な
研
修

で
す
。

▽ 

と
き　
11
月
６
日
土
～
12
月
12
日
日
・

期
間
中
全
８
回
（
い
ず
れ
も
土
ま
た

は
日
）

▽ 

と
こ
ろ　
飯
塚
市
立
岩
交
流
セ
ン
タ
ー

（
飯
塚
市
新
立
岩
）

▽ 

定
員　
８
人
（
事
前
予
約
制
の
託
児

あ
り
）

▽ 

受
講
料　
無
料

※
教
材
費
な
ど
４
０
０
０
円
は
自
己
負
担

▽ 

申
込
期
限　
10
月
21
日
木

▽ 

問
い
合
わ
せ　
ひ
と
り
親
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
９
４
８
〉
２
１

局
０
３
９
０
）

感
染
防
止
認
証
マ
ー
ク
の
あ
る

飲
食
店
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

福
岡
県
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
対
策
認

証
基
準
に
沿
っ
た
対

策
を
実
施
し
て
い
る

飲
食
店
を
「
感
染
防
止
認
証
店
」
と
し

て
認
証
し
て
い
ま
す
。
外
食
の
と
き
は
、

こ
の
認
証
マ
ー
ク
の
あ
る
飲
食
店
を
選

び
ま
し
ょ
う
。

※�

制
度
に
関
す
る
こ
と
は
「
福
岡
県　
認

証
マ
ー
ク
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
平
日
の
午
前
10
時
～

午
後
５
時
に
感
染
防
止
認
証
制
度
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
〈
０
５
７
０
〉

０
１
５
局
２
５
５
）
へ

問い合わせ（市外局番０９３）

☎223-3677図 書 館
☎222-1681中央公民館

役場・教育委員会 ☎ 223-0881 ㈹

☎ 222-2931芦屋中央病院
☎223-0731町民会館 ☎222-1981芦屋東公民館

☎223-1892山鹿公民館

芦屋歴史の里 ☎222-2555
芦屋釜の里 ☎223-5881

☎ 222-0181総合体育館

　

掲
載
の
催
し
な
ど
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

状
況
に
よ
っ
て
、
変
更
・
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
・
子
育
て
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令和４年度遠賀郡・中間市私立幼稚園・認定こども園の新入園児募集

▼ �町内の私立幼稚園・認定こども園　
①願書配布・受付開始日
　配布　10 月１日金から
　受け付け　11 月１日月から
②対象
　�平成 28年 4月 2日～令和２年４月 1日までに生
まれた人
③入園見学会日程・参加予約・問い合わせ 
　�※参加には事前予約が必要です。
　■�認定こども園芦屋中央幼稚園　10月 13 日水・
午前 10時～ 11時（☎２２２局０３２７）

　※感染対策のため保護者は一人しか参加できません。
　■�愛生幼稚園　10月 14日木・午前 10時～正午
　（☎２２３局０３５８）

▼ �遠賀郡そのほかの町・中間市の
　私立幼稚園・認定こども園

【遠賀町】
　遠賀中央幼稚園� （☎２９３局００９７）

【岡垣町】
�　岡垣中央幼稚園� （☎２８２局０２４７）
　岡垣第一幼稚園� （☎２８２局０２３５）
　認定こども園えびつ幼稚園�（☎２８２局１１３５）

【水巻町】
　水巻聖母幼稚園� （☎２０１局９５５９）
　認定こども園水巻幼稚園�（☎２０２局０００１）
　認定こども園水巻中央幼稚園（☎２０１局０４１９）

【中間市】
�　はぶ幼稚園� （☎２４５局０５１９）
　明願寺幼稚園� （☎２４６局１９９８）
　中間東幼稚園� （☎２４５局０９６８）
　中間中央幼稚園� （☎２４４局１５３０）
　緑ヶ丘第三幼稚園� （☎２４４局２４８７）
　中間南幼稚園� （☎２４６局１２５８）
※�詳しくは、各園に直接問い合わせてください。愛生幼稚園　光組・星組 芦屋中央幼稚園　おたのしみクッキング

※認定こども園（保育所部分）の新入園児募集は時期が異なります。

た ん ぽ ぽ コ ー ナ ーた ん ぽ ぽ コ ー ナ ー
対象は、就学前の子どもと保護者です。
●問い合わせ　芦屋町子育て支援センター

�「たんぽぽ」（☎２２１局２５６７）

広報あしや　2021.10⑨

　【離乳食の日】栄養士による栄養指導と進め方相談

� 　 � ▽ �とき　10 月 12 日火・午前 10 時 30 分～ 11
時 30分

　※�実際には食べませんが、家庭で作った離乳食や
市販のベビーフードの形状や種類などのアドバ
イスをします。

　【たんぽぽ相談】保健師・栄養士による相談
　　�10 月の相談日はありませんが、気になること
があれば、気軽に電話をしてください。

　※次回は、11月９日火です。

10 月の日曜開館日　３日・17日
♥にこにこ絵本

　 ▽ �とき　10月４日月・午前 11時～ 11時 30分
♥絵本タイム

　 ▽ �とき　10月 15日金・午前 11時～ 11時 30分
♥ベビーマッサージ

　 ▽ �とき　10月 26日火・午前 10時～ 11時

　 ▽ �持ってくるもの　バスタオル、水分補給の飲み物

　 ▽ �定員　10組（事前申し込み先着順）
♥育児相談
　【ほほえみ相談】�小児専門の臨床心理士による相談

　 ▽ �とき　10月６日水・午前 10時～正午
　※予約は町内に住んでいる人のみです。

みんな来てね、出前たんぽぽ広場

▽ �とき　10月 20日水・午前 10時～正午

▽ �ところ　山鹿公民館和室
※�たんぽぽスタッフが
絵本やおもちゃを用
意して待っています。



ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
芦
屋
町
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
郷
土

料
理
な
ど
を
中
心
と
し
た
調
理
実
習
を
行

い
ま
す
。
年
齢
、
性
別
関
係
な
く
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮

し
た
健
康
な
食
生
活
と
一
緒
に
、
芦
屋
町

の
食
文
化
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽ 

と
き　
10
月
15
日
金
・
午
前
９
時
30

分
～
午
後
１
時
（
９
時
15
分
か
ら
受

け
付
け
）

▽ 

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽ 

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽ 

定
員　
12
人

▽ 

参
加
費　
４
０
０
円

▽ 

持
っ
て
く
る
も
の　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
用
タ
オ
ル
、
ス
リ
ッ
パ
、

筆
記
用
具

▽ 

申
し
込
み　
10
月
８
日
金
ま
で
に
健

康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３

３
）
へ

み
ん
な
で
元
気
に
な
ろ
う
や
！

講
座
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

運
動
不
足
の
解
消
や

生
活
習
慣
の
改
善
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
取
り
入

れ
て
み
ま
せ
ん
か
。
み
ん
な
で
１
万
歩

を
め
ざ
し
て
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽ 

と
き　
10
月
26
日
火
・
午
前
９
時
30
分

～
正
午
（
９
時
15
分
か
ら
受
け
付
け
）

▽ 

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽ 

内
容　
町
内
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

▽ 

対
象　
町
内
に
住
ん
で
い
る
人

▽
定
員　
15
人

▽
参
加
費　
無
料　

▽ 

持
っ
て
く
る
も
の　

健
診
結
果
表
、

筆
記
用
具
、
水
分
補
給
で
き
る
も
の
、

動
き
や
す
い
服
装

▽ 

申
し
込
み　

10
月
22
日
金
ま
で
に
、

健
康
づ
く
り
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

３
３
）
へ

芦
屋
町
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー

助
成
金
の
交
付
を
行
い
ま
す

　

骨
髄
な
ど
の
移
植
と
ド
ナ
ー
登
録
の

推
進
を
行
う
た
め
、
骨
髄
と
末
ま
っ
し
ょ
う梢
血
幹

細
胞
の
提
供
を
行
っ
た
人
に
対
し
、
骨

髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助
成
金
の
交
付
を
行

っ
て
い
ま
す
。

▽ 

対
象　

骨
髄
バ
ン
ク
事
業
に
ド
ナ
ー

登
録
を
行
い
、
骨
髄
な
ど
の
提
供
を
行

っ
た
町
民
で
、
骨
髄
な
ど
の
提
供
に
係

る
同
種
同
類
の
助
成
金
な
ど
を
受
け

て
い
な
い
人
、
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
を
設

け
て
い
る
企
業
ま
た
は
団
体
に
属
さ
な

い
人
、
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人
、

暴
力
団
員
と
密
接
な
関
係
が
な
い
人

な
ど
の
要
件
を
満
た
す
人

▽ 

助
成
内
容　
骨
髄
な
ど
の
提
供
の
た

め
の
通
院
、
入
院
ま
た
は
面
談
の
日

数
に
２
万
円
を
乗
じ
て
得
た
額
と
し
、

１
回
の
提
供
に
つ
き
14
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。

▽ 

提
出
書
類　
骨
髄
な
ど
の
提
供
が
完

了
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

�

①�

芦
屋
町
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助
成
金

交
付
申
請
書
兼
請
求
書

�

②�

骨
髄
バ
ン
ク
が
発
行
し
た
骨
髄
等
の
提

供
が
完
了
し
た
こ
と
を
証
す
る
書
類

�

③�

骨
髄
な
ど
の
提
供
に
係
る
通
院
、
入

院
ま
た
は
面
談
し
た
日
を
証
す
る
書

類
な
ど

▽ 

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）・
ド
ナ
ー
登
録

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　
日
本
骨
髄

バ
ン
ク
（
☎
〈
０
３
〉
５
２
８
０
局

１
７
８
９
）

福
岡
県
麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻

乱
用
防
止
月
間

　

10
月
１
日
金
～
11
月
30
日
火
の
２
カ

月
間
は
、
福
岡
県
麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大

麻
乱
用
防
止
月
間
で
す
。

　
麻
薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
乱
用
は
、
乱
用

者
個
人
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
事
故
や

犯
罪
の
原
因
に
な
る
な
ど
周
り
の
人
の

生
活
に
も
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　
「
薬
物
乱
用
は
﹃
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。﹄」

を
合
い
言
葉
に
、
薬
物
乱
用
を
絶
対
に
許

さ
な
い
社
会
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
健
康
づ
く
り
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
３
）

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す
る

健
康
診
断
を
行
い
ま
す

　
原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の
人
で
希
望

す
る
人
を
対
象
に
無
料
で
健
康
診
断
を

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�

▽ 

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
が
ん
感
染
症

疾
病
対
策
課
難
病
等
助
成
係（
☎〈
０

９
２
〉
６
４
３
局
３
２
６
７
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

　

認
知
症
の
人
や
介
護
を
し
て
い
る
人
、

地
域
の
人
や
専
門
職
の
人
が
気
軽
に
集

い
、
交
流
を
図
り
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ
場
所

で
す
。

▽ 

と
き　
10
月
５
日
火
・
午
前
10
時
～

11
時
（
9
時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽ 

対
象　
認
知
症
の
人
や
介
護
し
て
い
る

人
な
ど
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す

▽ 

内
容　
座
談
会

▽
参
加
費　
無
料

▽
定
員　
10
人

▽ 

申
し
込
み　
９
月
28
日
火
ま
で
に
高

齢
者
支
援
係
（
☎
２
２
３
局
３
５
３

６
）
へ

※�

飲
み
物
は
各
自
必
要
に
応
じ
て
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い
。

健
康

・
福
祉

広報あしや　2021.10 ⑩
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



介
護
保
険
料
の
減
免
・
徴
収
猶
予

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
著
し
く
収
入
が
減
少
し
た
場
合
な

ど
、
介
護
保
険
料
の
支
払
い
が
困
難
で

一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
申
請

に
よ
り
支
払
い
の
猶
予
、
減
額
、
免
除

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽ 

対
象　
①
、
②
の
い
ず
れ
か
を
満
た
す
人

① 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
、
そ
の
属
す
る
世
帯
の
主
た
る
生

計
維
持
者
が
死
亡
し
、
ま
た
は
重
じ
ゅ
う
と
く篤

な
傷
病
を
負
っ
た
65
歳
以
上
の
人

② 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収
入
、

不
動
産
収
入
、
山
林
収
入
ま
た
は
給

与
収
入
（
事
業
収
入
な
ど
）
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
、
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
65
歳
以
上
の
人

■ 

事
業
収
入
な
ど
の
い
ず
れ
か
の
減
少

額
（
保
険
金
、
損
害
賠
償
な
ど
に
よ

り
補
填
さ
れ
る
べ
き
金
額
を
控
除
し

た
額
）
が
前
年
の
事
業
収
入
な
ど
の

額
の
10
分
の
３
以
上
で
あ
る
こ
と

■ 

減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
事
業

収
入
な
ど
に
係
る
所
得
以
外
の
、
前

年
の
所
得
合
計
額
が
４
０
０
万
円
以

下
で
あ
る
こ
と

▽ 

提
出
書
類　

介
護
保
険
料
減
免
・
徴

収
猶
予
申
請
書
、
収
入
見
込
申
告
書
、

今
年
の
申
請
時
点
ま
で
の
収
入
が
わ
か

る
書
類
、
前
年
の
収
入
・
所
得
が
わ
か

る
書
類
（
源
泉
徴
収
票
や
確
定
申
告

に
提
出
し
た
書
類
の
コ
ピ
ー
な
ど
）

▽ 

問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
支
援
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
６
）
ま
た
は
福
岡

県
介
護
保
険
広
域
連
合
総
務
課
収
納

管
理
係
（
☎
〈
０
９
２
〉
９
８
１
局

９
０
７
１
）

年金生活者支援給付金制度
　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やそのほかの所得額が
一定基準額以下の、年金受給者の生活を支援するために、年金に上乗せ
して支給されるものです。受け取りには請求書の提出が必要です。案内
や事務手続きは日本年金機構（年金事務所）が行います。

▽  対象
　❶老齢基礎年金を受給している人
　　次の要件をすべて満たしている必要があります。
　　○ 65歳以上である
　　○世帯員全員の市町村民税が非課税となっている
　　○年金収入額とそのほかの所得額の合計が約 88万円以下である
　❷障害基礎年金・遺族基礎年金を受給してる人
　　次の要件をすべて満たしている必要があります。
　　○前年の所得額が約 472 万円以下である

▽  請求の手続き
　①新たに年金生活者支援給付金を受け取る人
　 　対象者には、日本年金機構から請求可能な旨のお知らせが８月下
旬から順次届きます。同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）
を記入して提出してください。
　※  令和４年１月４日火までに請求手続きを完了すると、令和３年 10
月分からさかのぼって支給されます。

　②年金を受給しはじめる人
　 　年金受給の請求手続きと併せて、年金事務所または市区町村に請
求手続きをしてください。

　 ▽  問い合わせ
　　給付金専用ダイヤル（☎〈０５７０〉０５局４０９２）

 日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内に注
意してください。
　�　日本年金機構や厚生労働省から、電話で家族構成や口座番号・
暗証番号を聞くことや、手数料などの金銭を求めることはあり
ません。

みんなの ね・ん・き・ん

　芦屋町イメージキャラクター
「アッシー」の『新しい生活様
式の実践』に関するデザインを
12 種類追加しましたので活用
してください。データのダウン
ロードや使用マニュアルは二次元
バーコードから確認してください。
▷�問い合わせ　広報情報係（☎２２３局３５６９）

アッシー新デザイン追加しました

広報あしや　2021.10⑪



人
権
生
活
相
談

　

毎
月
２
回
の
定
例
相
談
の
ほ
か
に
、

随
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

◎�

10
月
14
日
木
＝
橋
本
求
相
談
員

◎�

10
月
28
日
木
＝
土
肥
孝
明
相
談
員

※�

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

▽�

と
こ
ろ　
山
鹿
公
民
館

▽�

相
談
内
容　
人
権
に
関
す
る
こ
と
や

生
活
、
就
職
、
進
学
相
談
な
ど

※�

定
例
日
以
外
の
相
談
は
、
直
接
相
談

員
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

橋
本
相
談
員
（
幸
町
８
番
18
号
☎
２

２
３
局
３
２
０
３
）

◎��

土
肥
相
談
員
（
浜
口
町
４
番
12
号
☎

２
２
２
局
０
０
４
４
）

福
岡
県
若
者
自
立
相
談
窓
口 

　

高
校
を
中
退
し
た
若
者
の
次
の
一
歩

を
応
援
し
ま
す
。
高
校
中
退
な
ど
で
進

路
が
定
ま
っ
て
い
な
い
若
者
や
保
護
者

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

と
き　
毎
週
月
～
土
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）・
午
前
10
時
～
午
後
7
時

▽ 

と
こ
ろ　
福
岡
県
若
者
自
立
相
談
窓

口
（
大
野
城
市
白
木
原
）

▽ 

相
談
料　
無
料

▽ 

相
談
方
法　
訪
問
相
談
、
来
所
相
談

（
要
事
前
連
絡
）、
電
話
相
談

▽ 

相
談
電
話
番
号　
（
☎
〈
０
９
２
〉
７

１
０
局
０
５
４
４
）

▽ 

問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
青
少
年
育
成
課

（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４
３
局
３
３
８
８
）

行
政
相
談
週
間

　

10
月
18
日
月
～
24
日

日
は
「
行
政
相
談
週

間
」
で
す
。
年
金
や
道

路
、
福
祉
、
国
な
ど
の

仕
事
に
関
し
て
困
っ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
行
政
相
談
委
員
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

定
例
相
談
会

▽ 

と
き　
10
月
13
日
水
・
午
後
１
時
～
４
時

▽ 

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

■
巡
回
相
談
会

▽ 

と
き　

①
10
月
20
日
水
②
27
日
水
・

午
後
１
時
～
４
時

▽ 

と
こ
ろ　
①
＝
芦
屋
東
公
民
館�

②
＝

山
鹿
公
民
館

※�

毎
月
第
２
水
曜
日
の
午
後
１
時
～
４

時
、
中
央
公
民
館
４
階
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
今
村
智

行
政
相
談

委
員
（
☎
２
２
３
局
２
６
７
４
）

無
料
法
律
相
談

▽ 

と
き　
10
月
19
日
火
・
午
後
１
時
30

分
か
ら

▽ 

と
こ
ろ　
役
場
２
階

▽ 

定
員　
７
人
（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽ 

相
談
時
間　
１
人
（
組
）
約
20
分

※�

申
し
込
み
は
一
つ
の
相
談
内
容
に
つ

き
月
１
回
ま
で
で
す
。

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
と
き
は
、
必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

相
談
の
内
容
に
応
じ
て
、
契
約
書
な

ど
の
関
係
書
類
（
写
し
で
も
可
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
10
月
１

日
金
か
ら
、
庶
務
係
（
☎
２
２
３
局

３
５
７
２
）
へ

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る

不
動
産
の
無
料
相
談
会

　

土
地
の
価
格
水
準
・
有

効
利
用
な
ど
の
相
談
に
不

動
産
鑑
定
士
が
応
じ
ま
す
。

▽ 

と
き　
10
月
26
日
火
・
午
後
１
時
～

４
時
（
３
時
30
分
ま
で
受
け
付
け
）

▽ 
と
こ
ろ　
役
場
４
階
会
議
室

▽ 

定
員　
12
人

▽ 

相
談
時
間　
１
人
（
組
）
約
30
分

※�

遅
れ
る
と
き
や
相
談
の
取
り
消
し
を
す

る
場
合
は
、必
ず
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

主
催　
公
益
社
団
法
人
福
岡
県
不
動

産
鑑
定
士
協
会

▽ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
10
月
５

日
火
か
ら
庶
務
係
（
☎
２
２
３
局
３
５

７
２
）
へ

町
有
墓
地
（
大
久
保
墓
地
）
の

使
用
者
を
募
集

▽ 

公
募
墓
地　
大
久
保
墓
地
（
大
字
山

鹿
字
大
久
保
）

▽
公
募
区
画　
3
区
画

▽�

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
10
月
１

日
金
～
８
日
金
・
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
15
分
に
申
込
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
、
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
８
）
へ
提
出

※�

土
日
を
除
く

※�

申
し
込
み
条
件
な
ど
、
詳
細
は
環
境

住
宅
課
窓
口
で
配
布
す
る
公
募
要
項

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
せ
ん

ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
活
用
講
座
の

参
加
者
を
募
集（
10
回
連
続
）

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以

下
ス
マ
ホ
）・
タ
ブ
レ
ッ

ト
の
操
作
方
法
・
ア
プ
リ

の
活
用
方
法
を
10
回
連
続

講
座
で
じ
っ
く
り
と
学
び

ま
す
。
予
約
、
買
い
物
、

決
済
、
行
政
手
続
き
な
ど

日
常
生
活
で
と
て
も
役
立
ち
ま
す
。
ス

マ
ホ
は
個
人
の
も
の
を
持
っ
て
き
て
く

相
談

・
募
集
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だ
さ
い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
無
料
で
貸
し

出
し
ま
す
が
、個
人
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
セ

ル
ラ
ー
モ
デ
ル
＝
Wi-

Fi
を
使
わ
ず
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
機
種
）

を
使
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▽ 

と
き　

11
月
９
日
火
、
11
日
木
、
16

日
火
、
18
日
木
、
25
日
木
、
30
日
火
、

12
月
２
日
木
、
７
日
火
、
９
日
木
、
14

日
火
（
全
10
回
）・
午
前
10
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽ 
対
象　
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
人

① 
ス
マ
ホ
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る

が
、
使
い
こ
な
せ
て
い
な
い
人

② 
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
人

▽
参
加
費　
無
料

▽ 

講
師　
石
田
恵
さ
ん
（
ア
ー
ニ
ス
ト

カ
ン
パ
ニ
ー
）

▽ 
定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽ 

申
し
込
み　
10
月
１
日
金
か
ら
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
、
中
央
公
民
館

（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

お
ん
が
創
業
・
経
営
塾
e
ラ
ー

ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
受
講
者
募
集

　
実
績
豊
富
な
講
師
が
、
経

営
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
ま
す
。
期
間

中
い
つ
で
も
パ
ソ
コ
ン
、
ス

マ
ホ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
受
講
で
き
ま
す
。

創
業
に
関
心
が
あ
る
人
、
創
業
し
よ
う

か
迷
っ
て
い
る
人
、
創
業
し
て
間
も
な

い
人
は
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

対
象　
原
則
と
し
て
遠
賀
郡
内
在
住

ま
た
は
遠
賀
郡
内
で
独
立
開
業
を
目

指
す
人

▽ 

受
講
期
間　
11
月
30
日
火
ま
で

▽ 

内
容　
①
創
業
の
心
構
え�

②
創
業
の

基
礎
知
識
（
経
営
理
念
、
３
Ｃ
分
析
、

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン

グ
、
計
数
計
画
、
資
金
繰
り
表
）
③

創
業
計
画
（
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
作
成

な
ど

▽ 

費
用　
無
料

▽ 

申
し
込
み　
11
月
15
日
月

ま
で
に
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　

お
ん
が
創
業
支
援
協

議
会
事
務
局
（
遠
賀
信
用
金
庫
業
務
部

地
域
貢
献
課
☎
２
８
１
局
１
５
０
５
）

は
か
り
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す

　

計
量
法
に
基
づ
き
、

は
か
り
の
定
期
検
査
を

次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。
は
か
り
を
取
り
引

き
・
証
明
に
使
用
し
て

い
る
人
は
、
必
ず
受
検

し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 
検
査
の
対
象　

商
店
や
事
業
所
で
取

り
引
き
や
証
明
用
に
使
用
し
て
い
る

は
か
り
・
分
銅
・
お
も
り

※�

大
型
の
は
か
り
（
ひ
ょ
う
量
が
３
０

０
㎏
を
超
え
る
も
の
）
の
検
査
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽  
と
き　
10
月
18
日
月
・
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
３
時

▽  
と
こ
ろ　
町
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽  
検
査
手
数
料　
【
非
自
動
は
か
り
】

◦
検
出
部
が
電
気
式
の
も
の

ひ
ょ
う
量

手
数
料

１
０
０
㎏
以
下

１
４
０
０
円

２
５
０
㎏
以
下

１
８
０
０
円

５
０
０
㎏
以
下

２
２
０
０
円

◦�

棒
は
か
り
、
ま
た
は
光
電
式
以
外
の

ば
ね
式
指
示
は
か
り
の
う
ち
、
直
線

目
盛
が
あ
る
も
の　
２
５
０
円

◦
右
記
以
外
の
も
の

ひ
ょ
う
量

手
数
料

１
０
０
㎏
以
下
　
　
５
０
０
円

２
５
０
㎏
以
下
　
　
９
０
０
円

５
０
０
㎏
以
下

１
５
０
０
円

◦�

分
銅
ま
た
は
定
量
お
も
り
、
も
し
く

は
定
量
増
お
も
り　
10
円

※�

最
小
の
目
量
ま
た
は
感
量
が
ひ
ょ
う

量
の
１
万
分
の
１
未
満
の
も
の
は
、

2
倍
の
金
額
と
な
り
ま
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
指
定
定
期
検
査
機
関

一
般
社
団
法
人�

福
岡
県
計
量
協
会（
☎

〈
０
９
２
〉
９
３
９
局
２
９
４
５
）

スーパーはまゆうと商店街の
利用者以外は長時間駐車しないで　
　スーパーはまゆうの東側駐車場は、スーパーだ
けでなく商店街を利用する人専用の駐車場です。
ところが、調査したところ連日長時間駐車してい
る車両がありました。スーパーや商店街の利用者
が駐車できない状況が発生しています。
　利用者以外の駐車や長時間の駐車は、店舗を利
用する人の迷惑になりますので、車両の移動をお
願いします。

▽  問い合わせ　商工観光係（☎２２３局３５４２）

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店

生き活き市場
GoodSmileはまゆう
（スーパーはまゆう）

夜間開放
駐車場

お
知
ら
せ

広報あしや　2021.10⑬



九
州
て
っ
ぺ
ん
エ
リ
ア
の
魅
力
を

ま
と
め
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

　

北
九
州
都
市
圏
域
の

魅
力
を
伝
え
る
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し

た
。
圏
域
の
観
光
や
食

の
情
報
な
ど
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
四
季
折
々

の
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
遊

ぶ
・
見
る
・
食
べ
る
な

ど
の
情
報
を
毎
月
掲
載

し
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
北
九
州
都
市
圏
域
】

　

北
九
州
市
を
中
枢
都
市
と
し
て
近
隣

5
市
12
町
（
直
方
市
、行
橋
市
、豊
前
市
、

中
間
市
、
宮
若
市
、
芦
屋
町
、
水
巻
町
、

岡
垣
町
、
遠
賀
町
、
小
竹
町
、
鞍
手
町
、

香
春
町
、苅
田
町
、み
や
こ
町
、吉
富
町
、

上
毛
町
、
築
上
町
）
で
構
成
さ
れ
て
い

る
枠
組
み
で
す
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
地
方
創
生
推
進
係（
☎

２
２
３
局
３
５
７
１
）

夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す

　

平
日
昼
間
の
訓
練
に
加
え
て
、
次
の

日
程
で
夜
間
飛
行
訓
練
を
行
い
ま
す
。

【
ジ
ェ
ッ
ト
機
】

▽�

と
き　
10
月
18
日
月
、
19
日
火
・
日

没
～
午
後
９
時
ご
ろ
（
予
備
日
：
10

月
20
日
水
、
21
日
木
、
25
日
月
・
26

日
火
）

【
救
難
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
救
難
捜
索
機
】

▽�

と
き　
毎
週
月
火
・
日
没
～
午
後
９

時
ご
ろ

※�

天
候
不
良
の
場
合
は
、
水
木
を
予
備

日
と
し
て
行
い
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
（
☎
２
２
３
局
０
９
８
１

内
線
２
５
４
）

酸
性
電
解
水
を

無
償
配
布
し
て
い
ま
す

　

町
で
は
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
除
菌
効
果

が
期
待
で
き
る
酸
性
電
解
水
の
無
償
配

布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
生
活
様
式
を
実
践
す
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
用
し
て
く
だ

さ
い
。

▽�

と
き
・
と
こ
ろ　

平
日
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
・
役
場�

総
合

案
内
横

　

�

10
月
24
日
日
の
午
前
10
時
～
午
後
４

時
・
芦
屋
東
公
民
館
、
山
鹿
公
民
館

※�

町
民
会
館
で
の
配
布
は
な
く
な
り
ま

し
た
。

▽�

配
布
量　

１
世
帯
あ
た
り
１
リ
ッ
ト

ル
程
度

▽�

持
っ
て
く
る
も
の　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

容
器
な
ど

※�

紫
外
線
で
酸
性
電
解
水
の
効
果
が
弱

ま
る
の
で
、
遮
光
性
の
容
器
が
適
し

て
い
ま
す
。

▽�

保
管
方
法
な
ど

◦�

涼
し
く
、
紫
外
線
が
当
た
ら
な
い
場
所

で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

◦�

正
し
く
保
管
す
る
と
使
用
期
限
は
約

１
カ
月
で
す
。

▽�

使
用
方
法

◦�

除
菌
し
た
い
場
所
に
、
酸
性
電
解
水

を
十
分
に
吹
き
か
け
て
か
ら
ペ
ー
パ

ー
タ
オ
ル
で
拭
い
た
り
、
布
巾
や
ペ

ー
パ
ー
タ
オ
ル
に
十
分
に
含
ま
せ
て

拭
い
た
り
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
２
）

防
災
無
線
の
訓
練
放
送

▽ 
と
き　
10
月
６
日
水
・
午
前
11
時
ご
ろ

▽ 
内
容　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

を
活
用
し
た
全
国
一

斉
の
情
報
伝
達
訓
練

が
行
わ
れ
ま
す
。
芦
屋
町
で
は
、
防

災
行
政
無
線
に
よ
る
訓
練
放
送
（
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
）
が
流
れ
ま
す
。

　
【
放
送
内
容
】

　
♪ 

上
り
チ
ャ
イ
ム
音�
♪

　

�「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で

す
」
×
３
回

　

�「
こ
ち
ら
は
、
芦
屋
町
で
す
」

　
♪ 

下
り
チ
ャ
イ
ム
音�

♪

▽ 
問
い
合
わ
せ　
庶
務
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
７
２
）

プ
ラ
ご
み
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

10
月
は
プ
ラ
ご
み
削
減
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
実
施
期
間
で
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と

り
が
普
段
の
生
活
で
環
境
の
こ
と
を
考

え
て
ご
み
を
減
ら
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

■�

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ
ジ
袋
の

辞
退
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■�

マ
イ
ボ
ト
ル
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

■�

詰
め
替
え
商
品
な
ど
、
ご
み
が
少
な

く
な
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

▽�
問
い
合
わ
せ　
福
岡
県
循
環
型
社
会

推
進
課
（
☎
〈
０
９
２
〉
６
４
３
局

３
３
７
１
）

薬
と
健
康
の
週
間

　
10
月
17
日
日
～
23
日
土
は
、「
薬
と
健

康
の
週
間
」
で
す
。
持
続
可
能
な
医
療

保
険
制
度
を
維
持
す
る
た
め
、
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

お
薬
手
帳
の
記
録
は
1
冊
に
ま
と
め
、

医
療
機
関
や
薬
局
に
必
ず
持
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
保
険
年
金
係
（
☎
２

２
３
局
３
５
３
２
）

お
知
ら
せ

△ URL　https://k-i-lin.jp/
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野
鳥
に
え
さ
を

与
え
な
い
で
く
だ
さ
い

　

ハ
ト
や
ト
ビ
な
ど
の

野
鳥
に
え
さ
を
与
え
る

と
、
楽
に
え
さ
を
も
ら

う
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま

い
、
野
生
鳥
獣
が
本
来
持
つ
、
食
べ

物
を
見
つ
け
る
本
能
を
失
わ
せ
、
生
態

系
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
原
因
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
集
ま
る
鳥
の
ふ
ん
や
鳴
き

声
な
ど
に
よ
り
、
周
辺
に
住
ん
で
い
る

人
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
。

　

人
と
野
生
動
物
の
よ
り
良
い
関
係
を

築
く
た
め
に
、
む
や
み
に
え
さ
や
り
は

行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ　
環
境
・
公
園
係
（
☎

２
２
３
局
３
５
３
８
）

情報公開制度と個人情報保護制度の運用状況

　芦屋町情報公開条例第 14 条（運用状況の公表）と芦屋町個人情
報保護条例第 39条（運用状況の公表）に基づき、公文書の公開請求、
自己情報の開示等請求とその結果を公表します。
●令和２年度情報公開状況

受付場所 総務課 ボートレース
事業局

選挙管理
委員会 農業委員会 議会事務局

公　開 24 件 3 件 0 件 0 件 15 件
一部公開 26 件 3 件 1 件 1 件 3 件
非公開 16 件 0 件 0 件 0 件 7 件
合　計 66 件 6 件 1 件 1 件 25 件

●情報公開審査請求件数　0 件
●令和２年度個人情報開示状況

受付場所 総務課 ボートレース
事業局

選挙管理
委員会 農業委員会 議会事務局

開　示 0 件 ０件 ０件 ０件 ０件
一部開示 0 件 ０件 ０件 ０件 ０件
非開示 1 件 ０件 ０件 ０件 ０件
合　計 1 件 ０件 ０件 ０件 ０件

●個人情報開示審査請求件数　０件

▽問い合わせ　庶務係（☎２２３局３５７２）

消費者ホットニュース

職員を名乗る
還付金詐欺に気をつけて
＜事例＞
　�　固定電話に、役場の介護保険課○○と
名乗り「××さんですか。生年月日は
19××年、×月×日で間違いないですか」
と電話があった。正しかったので話を聞
いたところ「平成 27年からの介護保険料
の戻りが月に６００円あり、総額３万３
６００円が還付されます。年度末で還付
期間は終了しましたがまだ猶予期間なの
で間に合います。携帯電話番号と銀行名
を教えてください」と言われた。「銀行の
担当者から連絡させる」と言われたが「役
場で受け取る」と答えたところいきなり
電話が切れた。その時初めて詐欺だと気

が付いた。終始、流
ちょうな話し方で穏
やかで優しかった。
自分が詐欺に遭うな
どとは思いもよらず
ショックだ。
　（70歳代　女性）
＜アドバイス＞
■�還付金詐欺は依然として発生しています。
個人情報を知ったうえで、あたかも行政
機関の職員であるかのように連絡してき
ます。十分気をつけてください。
■�ワクチン詐欺も同様に発生しています。
一旦電話を切り、自治体の担当部署に確
認しましょう。

▽ �問い合わせ　芦屋町消費生活相談窓口
　（☎２２３局３５４３）※環境住宅課内

広報あしや　2021.10⑮



平
日
忙
し
い
人
の
た
め
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
窓
口

　
平
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
受
け
取
り
や
申

請
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
次
の
日
程
で
休
日
窓

口
を
開
設
し
ま
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
あ
れ

ば
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
証
明
書
を
取
得
で

き
ま
す
。

※�

急
遽
中
止
に
な
る
場
合
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽ 

と
き　
10
月
９
日
土
、
24
日
日
、
11

月
13
日
土
、
28
日
日
・
午
前
８
時
30

分
～
正
午

▽ 

と
こ
ろ　
住
民
課
窓
口

▽
持
っ
て
く
る
も
の　

　

�【
申
請
】　
申
請
書
（
な
い
場
合
は
役

場
で
交
付
）、
申
請
書
貼
付
写
真
（
な

い
場
合
は
、申
請
時
に
無
料
で
撮
影
）、

印
か
ん
、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認

書
類
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持

っ
て
い
る
人
の
み
）

　

 【
受
け
取
り
】　
交
付
通
知
書
、
印
か

ん
、
通
知
カ
ー
ド
、
本
人
確
認
書
類
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い

る
人
の
み
）

※�

本
人
確
認
書
類
は
、
公
的
機
関
が
発

行
し
た
免
許
証
な
ど
の
顔
写
真
付
き

は
１
点
、
健
康
保
険
証
な
ど
の
顔
写

真
が
な
い
も
の
は
２
点
必
要
で
す
。

※
受
け
付
け
は
本
人
の
み
で
す
。

※�

住
民
票
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
は
行

い
ま
せ
ん
。

▽ 

問
い
合
わ
せ　
住
民
係
（
☎
２
２
３

局
３
５
３
１
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
し
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

オ
リ
ジ
ナ
ル
豆
本
講
座

　

表
紙
や
中
の
紙
を
選

ん
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
豆

本
を
作
り
、
製
本
の
こ

と
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

▽ 
と
き　
10
月
17
日
日・

午
後
１
時
～
３
時

▽ 
と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
４
階

▽ 
対
象　
小
学
4
年
生
以
上

▽ 
定
員　
15
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽ 
参
加
費　
１
０
０
円
（
材
料
代
）

▽ 

申
し
込
み　
９
月
28
日
火
～
10
月
15

日
金
・
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、

中
央
公
民
館
（
☎
２
２
２
局
１
６
８

１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

中
央
公
民
館
講
座

「
秋
を
彩
る
苔こ

け

玉
作
り
」

　

野
山
に
咲
く
草
花
を
使
っ
て
、
自
分

流
の
苔
玉
を
作
り
ま
す
。
う
ま
く
作
る

コ
ツ
を
優
し
く
、
丁
寧
に
教
え
ま
す
。
で

き
あ
が
っ
た
苔
玉
は

持
っ
て
帰
り
、
玄
関

や
居
間
に
飾
っ
て
彩

り
を
添
え
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

▽�

と
き　
10
月
17
日
日
・
午
前
10
時
～

正
午

▽�

と
こ
ろ　
中
央
公
民
館
２
階

▽�

講
師　
吉
岡　
学
さ
ん
（
樹
木
医
）

▽�

参
加
費　
１
５
０
０
円
（
材
料
代
）

▽�

定
員　
20
人（
事
前
申
し
込
み
先
着
順
）

▽�

申
し
込
み　
10
月
1
日
金
か
ら
午
前

９
時
～
午
後
５
時
に
中
央
公
民
館（
☎

２
２
２
局
１
６
８
１
）
へ

※�

月
曜
日
は
休
館
で
す
。

芦
屋
釜
の
里
イ
ベ
ン
ト
情
報

❶�

秋
季
企
画
展
「
茶
の
湯
釜
を
彩
る
吉

祥
の
植
物
文
様
」

　

茶
の
湯
釜
の
胴
部
を

彩
る
さ
ま
ざ
ま
な
文
様
。

そ
の
中
で
、
吉
祥
の
植

物
文
様
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
、
茶
の
湯
釜
の
魅

力
に
迫
り
ま
す
。

▽�
と
き　
10
月
12
日
火
～
12
月
５
日
日

▽��

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
資
料
室

▽�

料
金　
中
学
生
以
上
２
０
０
円
、
小

学
生
１
０
０
円
（
入
園
料
）

❷�

秋
の
特
別
呈
茶

　

深
ま
る
秋
を
感
じ
な
が
ら
抹
茶
を
一

服
い
か
が
で
す
か
。

▽  

と
き　
11
月
12
日
金
～
14
日
日
・
午

前
９
時
～
午
後
４
時
40
分

▽  

と
こ
ろ　
芦
屋
釜
の
里
大
茶
室

▽  

内
容　
大
茶
室
で
の
呈
茶
（
和
菓
子

と
抹
茶
）

※
お
点て
ま
え前
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▽  
料
金　
中
学
生
以
上
５
０
０
円
、
小

学
生
３
０
０
円
、
未
就
学
児
２
０
０

円
（
入
園
料
と
お
茶
代
）

【
共
通
項
目
】

▽�

問
い
合
わ
せ　
芦
屋
釜
の
里
（
☎
２

２
３
局
５
８
８
１
）

※�

月
曜
日
は
休
園
で
す
。

行
事
の
中
止

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
例
年
行
わ
れ
て
い
た
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
次
の
と
お
り
中
止
し
ま
す
。

●�

体
育
協
会
主
催
事
業

　

�

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
町
内
マ
ラ
ソ

ン
大
会
、
町
内
卓
球
大
会

▽ 
問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
体
育
協
会

　
（
☎
２
２
２
局
０
１
８
８
）

●
文
化
協
会
主
催
事
業

　

�

あ
し
や
文
化
祭
「
作
品
展
」「
歌
と
踊

り
の
つ
ど
い
」「
文
化
祭
茶
会
」

▽ 
問
い
合
わ
せ　
芦
屋
町
文
化
協
会

　
（
☎
２
２
２
局
１
６
８
１
）

※�

月
曜
は
休
館
で
す
。

お
知
ら
せ

広報あしや　2021.10 ⑯
掲載の催しなどは、新型コロナウイルスの感染拡大の
状況によって、変更・中止となる場合があります。



紀

史

歴

屋

芦

行
そ
の
三
百
五

探
求
心
と
技
術
者
の
魂

矢
野
倖
一
展
へ
向
け
て
③

　
空
か
ら
地
上
へ

　
明
治
45
（
１
９
１
２
）
年
５
月
、福
岡

工
業
学
校
に
模
型
飛
行
機
大
会
の
新
聞

を
持
っ
た
老
人
が
倖
一
を
訪
ね
て
き
ま

し
た
。西
南
戦
争
に
関
わ
る
軍
需
品
の
輸

送
か
ら
頭
角
を
現
し
、明
治
か
ら
大
正
の

福
岡
実
業
界
で
活
躍
し
た
村
上
義
太
郎

氏
で
す
。
村
上
氏
は
「
こ
れ
か
ら
は
、地

上
を
走
る
自
動
車
の
研
究
が
大
事
だ
。う

ち
に
日
露
戦
争
の
戦
利
品
の
フ
ラ
ン
ス

製
自
動
車
が
あ
る
。こ
れ
を
土
台
に
自
動

車
の
研
究
、
製
作
に
打
ち
込
ま
な
い
か
」

と
当
初
興
味
の
な
か
っ
た
倖
一
を
口
説

き
ま
し
た
。

　
村
上
氏
は
明
治
の
初
め
、福
岡
で
初
め

て
大
八
車
を
作
り
、運
送
の
世
界
に
新
機

軸
を
持
ち
込
ん
だ
人
。
こ
の
頃
、欧
米
で

実
用
化
さ
れ
始
め
た
自
動
車
に
大
い
に

興
味
を
抱
き
、
輸
入
も
考
え
た
が
、
車
体

が
大
型
す
ぎ
る
。こ
れ
で
は
日
本
の
道
に

合
わ
な
い
、何
と
か
日
本
の
実
情
に
合
っ

た
小
型
車
が
作
れ
な
い
か
と
考
え
て
い

た
と
こ
ろ
で
目
に
留
ま
っ
た
の
が
大
会

の
記
事
で
し
た
。

　
「
自
動
車
の
こ
と
は
何
も
知
ら
ず
、
作

る
自
信
も
な
い
」と
断
っ
た
倖
一
で
し
た

が
、「
自
動
車
も
飛
行
機
と
同
じ
く
エ
ン

ジ
ン
で
動
く
。
自
動
車
を
研
究
し
て
、そ

の
後
に
飛
行
機
に
進
め
ば
い
い
で
は
な

い
か
」
と
粘
り
強
く
誘
わ
れ
、根
負
け
し

た
そ
う
で
す
。

　

村
上
邸
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
製
の
ド
・

デ
ィ
オ
ン
・
ブ
ー
ト
ン
と
い
う
自
動
車
が

あ
り
ま
し
た
。
日
露
戦
争
時
、ロ
シ
ア
の

ス
テ
ッ
セ
ル
将
軍
の
部
下
が
乗
っ
て
い

た
も
の
で
、戦
利
品
と
し
て
日
本
に
持
ち

込
ま
れ
、こ
れ
を
村
上
氏
が
友
人
の
金
子

堅
太
郎
氏
（
法
律
家
・
政
治
家
。
セ
オ
ド

ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
知ち

き己
で
日

露
戦
争
時
、日
本
の
ロ
ビ
イ
ス
ト
と
し
て

活
躍
し
た
）を
通
じ
て
買
い
入
れ
た
も
の

で
し
た
。
村
上
氏
は
早
速
、倖
一
を
在
学

生
の
ま
ま
自
宅
に
寄
宿
さ
せ
、自
動
車
の

研
究
に
向
か
わ
せ
る
一
方
、一
人
乗
り
の

ド
・
デ
ィ
オ
ン
を
二
人
乗
り
に
す
る
修

理
・
改
造
を
命
じ
ま
し
た
。

　
倖
一
が
ド
・
デ
ィ
オ
ン
の
改
造
に
取
り

組
み
始
め
た
頃
の
日
本
の
状
況
は
、欧
米

車
は
少
し
ず
つ
輸
入
さ
れ
始
め
て
い
ま

し
た
が
、そ
れ
は
東
京
付
近
の
み
。
国
産

車
は
ま
だ
登
場
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

改
造
の
手
が
か
り
は
村
上
氏
か
ら
提
供

さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
製
の
小
型
車
の
写
真

と
数
枚
の
資
料
の
み
。学
校
の
勉
学
以
外

の
時
間
は
す
べ
て
、村
上
氏
が
経
営
す
る

博
多
駅
前
の
機
械
工
場
で
の
車
の
分
解

と
改
造
用
の
設
計
図
造
り
に
費
や
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
ド
・
デ
ィ
オ
ン
の
改
造
が

終
わ
っ
た
の
は
、
着
手
し
て
半
年
後
、
元

号
が
改
ま
っ
た
大
正
元
（
１
９
１
２
）
年

12
月
の
こ
と
で
し
た
。残
念
な
が
ら
試
運

転
は
失
敗
し
、失
敗
の
屈
辱
と
「
申
し
訳

な
い
」と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
倖
一
を
村
上
氏
は「
失
敗
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、あ
き
ら
め
る
な
。
苦
し
さ
を
乗

り
越
え
よ
」
と
励
ま
し
た
そ
う
で
す
。

　

福
岡
工
業
学
校
を
卒
業
し
た
大
正
２

（
１
９
１
３
）
年
の
春
、
す
っ
か
り
自
動

車
に
の
め
り
こ
ん
で
い
た
倖
一
は
両
親

の
待
つ
芦
屋
に
帰
る
こ
と
な
く
、そ
の
ま

ま
村
上
家
に
留
ま
り
、
日
本
の
国
情
に

合
っ
た
自
動
車
造
り
に
い
よ
い
よ
邁ま
い
し
ん進

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
（
芦
屋
歴
史
の
里
）

▼
感
染
力
が
高
い
新
型
コ
ロ
ナ
の
デ

ル
タ
変
異
株
が
猛
威
を
振
る
い
、
８

月
20
日
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
下
に
。

９
月
、
ミ
ュ
ー
株
が
日
本
で
も
確
認

さ
れ
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

感
染
予
防
対
策
を
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。▼
町
制
施
行
１
３
０
周
年
を

記
念
し
た
古
い
白
黒
写
真
の
カ
ラ
ー

化
企
画
。
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い
ま

す
の
で
見
て
く
だ
さ
い
ね
。�

（
鍬く
わ
も
り守
）

編

集
後
記

⑰

新
人
職
員
紹
介

【
９
月
１
日
付
】《
採
用
》

 �

生
涯
学
習
課
＝
平
井
昂
輝
、
山

城
朋
美

▽ 

問
い
合
わ
せ　
人
事
係

�　
（
☎
２
２
３
局
３
５
７
４
）

▪
平
井
昂
輝　

社
会
教
育
係

　

八
幡
西
区
出

身
。
キ
ャ
ン
プ
が

好
き
だ
が
、
虫
は
苦
手
。
夢
は
富

士
山
の
見
え
る
と
こ
ろ
で
キ
ャ
ン
プ

す
る
こ
と
。
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部
。

▪
山
城
朋
美　

公
民
館
・
文
化
係

　

篠
栗
町
出
身
。

海
外
旅
行
が
好

き
で
、
一
番
の
思
い
出
は
ロ
ン
ド
ン
。

夢
は
世
界
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
を

回
る
こ
と
で
、
上
海
・
香
港
は
達
成
。

広報あしや　2021.10

▷村上氏と改造されたド・ディオン
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矢野倖一　探求心と技術者の魂

８月分の人の動き

人口（前年同月との比較）

出生 転入
転出

人67
人75死亡

人08
人10

令和３年８月末日現在 令和２年８月末日現在
人　口
男　性6,706
女　性6,956
世帯数6,775

人
人 6,880

7,037
6,818 世帯

人
人

世帯

13,662 人 13,917 人

【訂正とおわび】 
　広報あしや９月号に「８月分の人の動き」
とありましたが、正しくは「７月分の人の
動き」でした。訂正しておわびいたします。

新型コロナウイルス感染症対策
ごみの捨て方にも感染対策を　～自分のためみんなのため～

家庭でのマスクなどの捨て方
①�ごみ箱にごみ袋をかぶせ
る。いっぱいになる前に
早めに②のとおり、ごみ
袋をしばって封をする

②�マスクなどのごみに直接
触れることがないよう、
しっかりとしばる

③�ごみを捨てた後は石けん
を使って、流水で手をよ
く洗う

鼻水などが付着したマスクやティッシュなどのごみを捨てる時は、
① ごみに直接触れない　② ごみ袋はしっかりしばって封をする　③ ごみを捨てた後は手を洗う 

　芦屋町に生を受け偉大な足跡を遺し、将来に語り継ぐ
べき人物に矢野倖一氏の存在があります。矢野氏は独
創的な発明家であり、尚かつ、今日の自動車社会を語る
上で欠かせない偉業を成し遂げた技術開発者として平成
23年に自動車の殿堂入りした人物でもあります。矢野
氏の業績と思想を追い、成し得たことを称えるとともに、
生誕地芦屋との関わりに重点をおいた展示を行います。

▽  とき　10月 27日水～令和４年１月 30日日
　　　　午前９時～午後５時
※�①�月曜日は休館。ただし、月曜祝日の場合はその
翌日が休館です。

　② �11 月 30 日火は、第 2期展示に伴う展示替え作

業のため、臨時休館します。
　③�年末年始〈12月28日火～令和 4年1月3日月〉
は休館です。

▽  ところ　芦屋歴史の里

▽  入館料　中学生以上２００円・小学生１００円
【ギャラリートーク】全3回　各20人
　（事前申し込み先着順）午前10時～11時

と　き 申 込 受 付 期 間
第１回 �11 月７日日 10月 29日金～ 11月６日土
第２回 �12 月５日日 11月 26日金～ 12月４日土
第３回 � １月８日土 12月 25日土～��１月７日金

※受付時間はいずれも午前９時～午後５時

▽  問い合わせ　芦屋歴史の里（☎２２２局２５５５）

　明治 44 年、国
産車製作研究のた
めフランス製ド・
ディオン車の廃品
を利用して試作し
た二人乗り小型四
輪自動車。
　製作者は当時
19 歳の矢野倖一
氏。本人が運転
席に乗っている。

町制施行　　１３０周年


